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言語

日本語で行う授業

キーワード    

水質汚濁　水質制御　水・物質循環　総合流域管理

授業の目標 

本講義では，まず自然水域や都市周辺水域における水質の把握と水質保全に関する手法について学ぶ．次に都市生活，
工業活動および農業生産における水の利用，排水の処理，水の再利用および広域にわたる水循環をも含めた，水環境管
理のための手法について学習する．

到達目標   

水環境を保全するため，様々な水質汚濁の原因と対策を理解し，実フィールドにおける水環境劣化の原因を把握し，対策
の優先順位を決定する能力を身に付ける.

授業計画   

１．広域水環境工学特論の概要と目的（１回）
水環境保全工学の目的と内容、授業の進め方等について説明する。
２．水質汚濁（３回）
水質汚濁問題は、原因となる汚濁物質によって異なった影響を与える。例えば、重金属類は高濃度では人の健康に影響を
与え、低濃度では生態系に影響を与えるといった複雑な側面を有している。都市生活、産業活動などから発生する水質汚
濁物質について、いくつかのカテゴリー毎に利水や生態系への影響を学ぶとともに、代表的な汚濁物質発生源の性質を理



解する。
３．水質制御（６回）
水質汚濁問題を解決するためには、それぞれの汚濁物質の性質や発生源を考慮した汚濁物質削減手法を採用する必要
がある。生物処理やオゾン酸化法などの各種の水処理プロセス、市街地や農耕地などからの雨天時流出汚濁負荷制御手
法、工場などの発生源における汚濁負荷削減法を学び、それらが、どのような汚濁物質に対して有効であるかを理解す
る。
４．流域の水・物質循環（２回）
広域的な水質汚濁問題を改善するためには、複数の汚濁物質の影響を考慮し、多様な汚濁物質発生源を視野に入れた
対策を立案する必要がある。このため、河川や沿岸域の流域を一つの単位として、水や栄養塩類などの汚濁物質がどの
ように移動、循環しているかを学ぶ。
５．流域の水環境管理（３回）
近年、水環境管理のための新しい手法が開発、適用されている。流域の水・物質循環を考慮した上で、再生水の利用、栄
養塩類などの資源利用等、水環境管理手法の有効性について学ぶ。

準備学習(予習・復習)等の内容と分量  

講義を十分理解するためには予習によって疑問点等を明らかにして臨む必要がある．講義ごとにレポートを課すので最低1
時間の復習が必要である．

成績評価の基準と方法 

講義ごとのレポート，クリッカーによって理解度を評価する．（それぞれ10％）　期末試験によって流域の水質管理手法の立
案能力を評価する．（80％）

テキスト・教科書

講義指定図書 

参照ホームページ 

研究室のホームページ   

備考 

更新日時   
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